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か，西欧，北欧，中東（イランなど），日本など，つま

り世界各地から報告［1h18, 24, 25, 29h33］されてい

て，臨床例における検出報告は，米国が最も多い（図

2）．ダニは言うまでもなく，熱帯から温帯の吸血昆虫で

1 は じ め に

イヌハイダニというダニは聞き

なれないと思われている読者も多

いのではないだろうか．イヌハイ

ダニ Pneumonyssoides caninum

は，犬の鼻腔内に寄生する小型の

ダニ（図1）で，北米（米国，カ

ナダ），豪州，アフリカ南部のほ
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図1 イヌハイダニ雌成虫（L. Gunnarsson, 2000）
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あるが，しかし，鼻腔に寄生するイヌハイダニは外部寄

生虫であるが，内部寄生虫のようにいったん宿主内に入

り込むのに成功すれば，犬の体温に守られ，寒冷地帯で

も生息可能である．

今，世界で，このイヌハイダニを研究している研究機

関となると，なぜか，熱帯・温帯地方の研究所ではな

く，寒帯のスウェーデンとノルウェーの北欧に限られ，

特に，1990年代後半から，感染実験を組み込んで，宿

主（犬）免疫応答の解析研究やそれを応用した免疫診断

法の改良などが旺盛に研究され，報告されている［12］．

感染率は，スウェーデンで24％（18/76頭）［5］，ノル

ウェーで7％（18/250頭）［14］．犬の年齢，性別，品

種に差異は全く認められていない［14, 15］．

わが国でも，発生頻度は低いものの，かなり以前から

報告され，犬の間で伝播している．

2 イヌハイダニの寄生虫生物学

イヌハイダニの寄生場所は，鼻腔，鼻洞，前頭洞で

（図3），少数は咽頭部からも検出される．しかし，その

他の部位からはどの部位でも検出されない．

このイヌハイダニの動きは敏速で，鼻端に徘徊してき

たダニを採取しようとすると一目散に鼻孔内に逃げ込

む．そのスピードは秒速1cmであったという［5］．な

お，成虫のスピードは幼虫よりも遅い．雌成虫の体長

は，1～1.5mm，体幅は0.6～0.9mm，雄成虫は，体長

約1 .0mm，体幅0 .6mm，幼虫は，体長0 .7mm，体幅

0.5mmであるから，1秒間に1cmは速いほうで，ピン

セットで潰さぬように摘もうとしているうちにすり抜

け，逃げられ，その採取は困難であることは容易に想像

がつく．

そのため，われわれの症例の場合，飼い主により採取

できたのはわずかに6匹であった．飼い主は採取のため

に部屋をしばらく暗くして，ダニ徘徊を誘ったうえで，

電灯をつけて素早く採集したので，幸運にもこの6匹の

うちに，雄成虫が1匹混じっていて，他の5匹は皆幼虫

であった．イヌハイダニは暗い場所を好むので，明るい

場所で成虫が採取されることはまずない．既報にも，鼻

端から採取されるのは幼虫ばかりであると記されてい

る．したがって，研究者らが感染実験を行う時に使う感

染実験用のイヌハイダニは剖検した寄生犬の鼻腔・鼻洞

から採取した幼虫と成虫が用いられている．

このダニは拡大鏡（ルーペ）で観察できるが，実体顕

微鏡で20～30倍の倍率で観察すれば十分である．形態

学的観察のポイントは，幼虫が脚3対，成虫が脚4対を

もつ卵円形の虫体で，体色は光沢ある明るい黄色で，成

熟した雌は1個あるいはそれ以上の卵を保有し，卵内に

十分発育した幼虫が観察できる（図4）．つまり，このダ

ニは卵胎生である．

脚は頭側方向から順に脚蠢，蠡，蠱，蠶と呼ぶ．脚蠢

の先端には2本の大きな爪が並行して伸びていて，脚

蠡，蠱，蠶の先端は，脚蠢とは異なり，小さな肉阜とな

っていて，それからも小さな爪が2本伸びている．

ダニ類では若虫（nymph）は成虫と幼虫の間の発育

段階の虫であるがイヌハイダニでは今までに全く見つか

っていない．このことから，ダニの共通した発育段階

上，若虫の段階は必ずあるはずなので，若虫の発育段階

は極めて短時間でありすぐに成虫へと発育するために見

つからないのではないか，と考えられている．

このダニは，外界にて，室温（6～8℃）の湿潤環境

で，19日間生存できる［5］．筆者のデータでも，室温

（18～20℃）で，湿潤環境で，21日間生存した．この

ことから，イヌハイダニは，宿主の鼻粘膜の上に居さえ

すれば鼻端近くであっても温度は外界近くになっても湿

度は確保されて生存に問題なく徘徊でき，外界に出たと

しても鼻端の近くに居さえすればダニ自身の体がある程

度乾燥しても直ちに鼻腔に入り込めば乾燥による死の危

険は免れることができる行動力をもち合わせているとい

ってよい．

イヌハイダニの感染実験は，この行動習性を利用して

行われる．感染方法は，ダニを実験犬の鼻端に載せる

と，ダニは素早く鼻孔の奥に走り込んで姿を消す．これ

だけである．実に面白い．ダニは，犬の体温（平均

イヌハイダニ寄生場所 

図3 イヌハイダニの寄生場所

（L. Gunnarsson, 2000より改変）

図4 イヌハイダニ成虫（左：雌，右：雄）

（L. Gunnarsson, 2000）
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38 ℃）を好み，湿潤して暗い場所を好む．感染用の虫

体（幼虫，成虫）は寄生犬の剖検時に鼻腔から採取して

用いる．剖検体は冷たくなっているから，鼻端に息を吹

きかけるか，開頭した鼻腔に息を吹きかけるとすぐに温

かい息の方へ出てくるので採取できるのだそうだ．

北欧でこのダニの研究が盛んであるということは，蔓

延度が高いから研究する意義が高いということでもあ

り，ダニが生存するのにむしろ適しているはずの温帯や

熱帯の国々では本格的に研究している研究者はいない．

獣医学的に問題になるほどの蔓延度にはなっていないと

いうことは不思議でもあり面白くもある．わが国では，

これまでに，報告されただけでも熊本，大阪，千葉，そ

れに東京（多摩地区）からの4症例にすぎない［16］．

現在でもなお，わが国では，イヌハイダニの診療経験を

もつ獣医臨床医はほとんどいないであろう．

3 イヌハイダニの臨床

われわれが経験した症例について紹介する［16］．冬

の寒い季節に，慢性下痢を主訴に上診してきた，東京・

多摩地区で屋内飼育されているラブラドルレトリバー，

雄，7歳，体重28kgであった．ダニの感染の発見は，

飼い主の稟告からであった．強い皮下浮腫と中等度の低

蛋白血症を示していたこの症例に，まず1週間，慢性下

痢の一般的治療を行ったが治療に反応せず，蛋白喪失性

腸症を疑い始めて，家庭での飼育状況と患者の一般臨床

所見について，詳細な問診を行っていた時であった．こ

の問診で，飼い主が思い出してくれたのは，上診までの

2週間に自宅内でしばしば軽度のクシャミをすることで

あった．しかし，大したことでは無さそうだったので気

にはしなかったといい，その他には呼吸系の臨床症状は

全く見られなかった．診察でも本ダニに直接原因する病

害作用は観察されなかった．ただ，極めて興味深い話を

飼い主が記憶の隅から引きずり出すように話し始めた．

それは，犬も人も夕食が終わって，犬はこたつでうつら

うつらと静かに眠り始め，人もこたつで静かにテレビを

見たり新聞を読んだりしていた団欒の時間に，犬の鼻端

部に少数の小さなダニが徘徊するのを見かけたことが3

回ほどあったといい，ダニの出現は共通して夜8時頃か

ら12時頃の間ということであった．毎回の診察に小1

時間はかけたが，その間に鼻端にダニの出現してくるこ

とは一度もなかった．鼻端のスタンプ標本検査や綿棒に

よる鼻汁採取検査を毎回行ったがいずれも虫体の死体や

体の一部の破損片あるいは虫卵などは全く認められなか

った．このことから，飼い主の家庭での団欒の静かな時

間帯ならばダニが再び出現してくるものと考え，飼い主

にダニの採集を依頼したところ，みごとに6匹のダニの

採集に成功した．

幼ダニは危険が無いと判断すると，電灯がついていて

も，鼻端に出てきて徘徊する（図5）．とはいうものの，

診察時の打診・聴診・触診，それに視診のためのスモー

ルライトの照射などの種々の刺激，臨床医と飼い主の会

話による声（音）の刺激，また診察室の種々の薬品の臭

いの刺激も加わり，それらの刺激にダニは敏感に反応

し，危険と察知して，鼻端には出てこない．そのため，

もともと飼い主や臨床医の間で，イヌハイダニは診療室

では見つからず，「飼い主が見つけるダニ疾患」といわ

れていた．まさに的を射た表現である．

1頭の寄生犬から検出されたイヌハイダニの寄生数は

最大130匹が報告されている［17］．その臨床症状は，

軽度の鼻汁分泌，鼻粘膜充血，クシャミまたは反復性ク

シャミ，顔面靨痒症，気道炎，臭覚減退，咳嗽，流涙，

無気力，食欲減退，気絶（意識喪失），結膜炎［5, 7, 10,

16h18, 20, 21, 26, 27］などが指摘されているが，ほと

んどは軽度なクシャミと鼻汁分泌程度で，無症状の場合

も珍しくない［3, 6, 12, 14, 17h19, 22h25］．しかし，一

方で，特異な症状として，流涙過剰［10］，中枢神経障

害［2, 4, 24］，眼窩蜂巣炎（眼窩蜂 織炎）と眼窩腫瘍

形成［18, 27］，神経鈍麻［27］や神経過敏（攻撃性）

［10］，など報告されている．胃拡張捻転 gastric dilata-

tion-volvulus（GDV）を併発するという報告［28］も

あり，反復性クシャミが空気嚥下症（呑気症）を引き起

こし，それがGDVを引き起こすというのである．これ

らは関連しているのか，たまたま併発症があっただけな

のかよく分っていない．われわれの経験症例でも強い皮

下浮腫と中等度の低蛋白血症が見られたが，関連してい

るのか独立した併発症なのか分からなかった．このよう

に，イヌハイダニの病原性は不明な点が多い．

診断は，血液検査でせいぜい好酸球増多くらいの変化

しか見つからない［23, 29］．近年は，ELISAやイムノ

ブロット法などの血清診断法が提唱されているが，研究

室検査法の域を出ない．虫体検出法は，かつて，麻酔ガ

スを吹き込んでダニが鼻腔から這い出て来るのを見つけ

る方法［30］，鼻腔鏡法［26］，生理食塩液による鼻腔洗

窠

図5 鼻端に出現したイヌハイダニ幼虫

（L. Gunnarsson, 2000）
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浄法，鼻腔洗浄と麻酔ガス吹き込み術を併用して咽喉頭

鏡で観察する方法［18, 23］などが試みられたが，大仕

事の割には，思うほど出てこない．しばしば飼い主の稟

告に従い治療的診断として投薬し，飼い主が見られなく

なったといってくるのを待つくらいである［14］．もっ

とも，死後診断になるが，剖検ができるならば一番現実

的で検出率は高い．

治療は，過去には，エーテルと鉱物油のようなものを

滴下剤として用いてダニの逃避行動を誘い，鼻端に出て

くるのを捕捉する方法［10］，同類として，鼻道にロテ

ノン液を外用する方法，また，ジクロルボスの蒸散ガス

の吸入法［31］，また駆虫剤として有機リン剤の経口投

与［29］などが試みられたがどれも無効か患者に毒作用

を発揮するだけだった．

その後は，イベルメクチンの0.2mg/kgの1回皮下注

法か，3週間間隔での2回皮下注法［14, 26, 32］，ある

いは，ミルベマイシンオキシムの0.5～1.0mg/kgの毎

週1回，3週間経口投与［11, 20］が臨床的によい効果

を挙げると報告されている．

4 イヌハイダニの寄生虫行動学

成虫は，温かくて暗い場所を好む．つまり光を嫌い負

の走光性を示す．しかし，幼虫は明るい場所にも平気で

出現する．これまでの既報にみる，鼻端を徘徊して採取

された虫体はほぼ幼虫である．このように幼虫には必ず

しも負の走光性が見られず，むしろ光の下に出たがるよ

うに思える．ということは，幼虫は，なにかエネルギー

代謝に関係して，光を浴びる必要があるのではないかと

も考えられる．あるとすれば幼虫の発育段階でのエネル

ギー代謝には光が必要なのであろうか．成虫の負の走光

性，幼虫の正の走光性といえなくもない．

また，イヌハイダニは宿主の鼻粘膜上の知覚を刺激す

ることなしに徘徊できる機序ももち合わせているよう

で，鼻腔内に多数のダニが寄生していても宿主（犬）の

臨床症状は，せいぜい軽度のクシャミ程度であり，無症

の場合が多い．つまり，宿主のクシャミや鼻汁分泌亢進

でダニが体外へ排出されてしまうこともまず無い．こう

考えると，自分が寄生している宿主が他の犬個体に接触

する機会の多い状況下では，特に，ケンネルや犬訓練

所，複数飼育の飼い主のところなど，夜は犬たちが寄り

添うように寝ている飼い方をしているところは，イヌハ

イダニは比較的容易に感染して行く．

このような行動特性は，誘因因子となる光波長特性，

成虫と幼虫の間の走光性を分ける遺伝子特性などにどの

ような差異や変化があるものか大変興味深いもので，そ

の解析研究は，寄生虫行動学上の大変興味深い研究課題

といえよう．

5 イヌハイダニの分類について考える

イヌハイダニは，節足動物Arthropod，クモ綱 class

Arachnida，ダニ目 order Acari（Anactinotrichida），

ハイダニ科Family Halarachnidaeに属している．ハイ

ダニ科は哺乳類の呼吸器系寄生ダニであり，主に世界の

サル類への寄生が知られていて，主要な属は P n e u -

monyssusである．この属の代表的な種に，アカゲザル

（マカク属など）の肺に寄生するPneumonyssus simico-

laがある．

イヌハイダニは，1940年 Chandler and Ruhe［3］

によりPneumonyssus caninumと命名された．しかし，

1955年Fain［6］はイボイノシシの肺ではなく，鼻腔か

ら検出した新種のダニをPneumonyssoides属という属

名を新設してここに分類し，イヌハイダニも鼻腔寄生で

あることからPneumonyssoides caninumとした．以後，

この属名と種名が広く受け入れられ，定着した．しか

し，この元の名の属名Pneumonyssusは，長い間に馴染

まれていて，今でも，しばしば獣医学の書籍に“Pneu-

monyssus”caninumが使われていて，なかなか徹底し

ていない．イヌハイダニは犬を固有宿主とするが，犬以

外の犬科動物では，ノルウェーの養殖銀キツネから，た

った1匹だけだが，イヌハイダニが見つかっている［1］

が，これを除いて，イヌ以外には，猫にも野生キツネに

も全く見つかっていない．ということは，犬以外には寄

生しないといっていいであろう．もちろん，人への感染

も全く知られていない．

寄生虫学では，分類は非常に重要で，学名の命名には

非常に神経を使う．学名とは，もちろんラテン語で命名

された名称のみを指すが，各国では，独自にその国の言

葉で呼びやすい学術名を付けて便宜を図っている．日本

の場合は，「学名の和名」といい，または，同業者の間

では単純に「和名」という．しかし，学術用語であるか

ら，わが国の場合は，日本寄生虫学会で学名（和名）命

名委員会があり，ここで決定し，名称の統一が図られて

いる．医科学領域で，学名が重要とされ学術管理されて

いるのは，寄生虫学と，微生物学，それに解剖学であ

る．学名を命名することで世界共通用語とし，医科学の

世界での固有名詞化して，名称対象物の認識に無用な混

乱を招くことを避けている．

ところが，イヌハイダニは肺には寄生しないにもかか

わらず，ハイダニ科Family Halarachnidae全体はハイ

ダニ lung miteと呼ばれていることから，あたかも気管

支や肺に寄生するように誤解される．この科に属するダ

ニはすべて“○○ハイダニ”と呼ばせることを，分類学

者は頑として譲らない．イヌハイダニは英語で canine

nasal miteと呼ぶ．まさに，イヌ“ハナ”ダニである．

ところが，わが国ではいまだにイヌ“ハイ”ダニであっ

て，変更されていない．はやく実態に即応して，イヌハ
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ナダニと改めることが望ましい．

寄生虫の学名の種名にはその虫種の特徴が盛り込まれ

る．例えば，犬糸状虫Dirofiraria immitisのDiro-は狂

暴，悲惨といったほどの意味をもち，immitisは強いと

いう意味をもつラテン語に由来する．したがって，この

“学名の和名”はそのままに，剛強糸状虫，と呼ばれ，

また心臓に棲む（その後，真の固有寄生場所は肺動脈だ

ったと分かった）ことから心臓糸状虫とも呼ばれ，さら

に最適宿主が犬であることから犬糸状虫とも呼ばれてい

たが，1960年代に日本の犬糸状虫学を確立した久米清治

博士が加わった寄生虫学会の命名委員会の席上で「犬糸

状虫」を正式の“学名の和名”にすることが決まり，こ

れまでの習慣を尊重して心臓糸状虫も剛強糸状虫も使っ

ても構わないという約束になったと筆者は久米博士から

聞いたことがある．この3つの名前の命名のいきさつは

意外と知られていない．今では，英語での表記が

canine heartwormであることから臨床家を中心に犬心

臓糸状虫と名付けるようになり，今ではこれが正式名称

のように大手を振ってまかり通っている．やはりアカデ

ミックな手順で決まったことは守っていきたいものであ

る．一方，今では誰も口にしなくなったが，かつて，犬

小回虫は学名がToxascaris leoninaだから，学名の和名

もライオン回虫と呼ぶべきではないかと，学会の席上で

まじめに，見直し論争になった時期があった．これは最

初の検出がライオンからだったことから名付けられたこ

とに由来する．これも，研究が進んでくると犬を中心と

した回虫の仲間の寄生虫であることから，犬回虫と呼び

分けるためもあって犬小回虫となり，今日広く受け入れ

られている．このように学名の和名の命名にも深い学術

的思慮が働いている．さて，イヌハイダニであるが，過

去に，このダニの和名は正式な手順で決めたのだから安

易に変えるわけにはいかないという主張は分かる．確か

に，学名の“和名”といえども，百家争鳴のごとに，皆

が勝手に唱えだしてはアカデミズムの秩序が崩れる．し

かし，ハイダニ科に属するダニ属はすべて「○○ハイダ

ニ」と和名を付けるのはいささか事務的に過ぎるように

思える．鼻腔に寄生するというこの虫種の一番の特徴が

和名にいい表わされることが望ましい．早急に，委員会

でイヌハナダニと正式に変更していただきたいと希求す

るところである．

6 考　　　　　察

イヌハイダニ感染の日本での報告はすべて剖検によっ

て検出された症例3報告［16］を見るのみで，そのう

ち，前の2症例は講演要旨集に記録されているにすぎ

ず，その後，学術雑誌等への論文報告は行われていない

ため詳細は不明で寄生虫学的検証は不可であった．2例

は，ともに剖検により前頭洞に本ダニの寄生を確認した

もので，1頭は産地不明であるが，他の1頭は熊本県産

の大阪育ちであり，3例目も東京都産の東京育ちである

ことから，本ダニは国内では極めて低感染率ながらも土

着しているものと推察されるが，わが国における分布状

況の実態はよく分かっていない．いずれにしても，今後

わが国への輸入犬の検疫調査にはイヌハイダニにも注意

すべき必要があろう．
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